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※ このܖᅹኰ介は、Ჭ࠰ܖᇁಅᅹのဃࢻが、૙ᅹ「ऴ報」の੉ಅで制作したものです。一人 

Ძページずつਃ࢘し、૨ᇘや使う写Ⴧ、レイアウトなどそれぞれのアイデアを࢟にしたもので

す。そのためページによって܌の大きさやᑥ、ᣐፗがီなるため、૨୿全体でのወ一ज़はあり

ませんが、ဃࢻの作品というࣱឋ上、そのままਫ਼᠍いたしますのでご了১ください。 



粘土を切る・たたく 

 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

底ೃの作り௻ 

ⷧくした⢓土を〇品ごとにỴめら

れた厚さと኱きさにするために、

のしᲬで伸ばします。そのあと、

ろくろに㍕せて切り㔪で円ᙧに切

ります。 



ὙὛἿ作Ὓ方、積ὐ方 

「ὙὛ」ὀ粘土ὣᾊーᾚᾯἿ上Ἰ転がしἻが὚伸ὁしἷ作Ὓ὏

Ἢ。ὙὛが乾くἹ割Ὕἷし὏うἿἸ乾かἻいὙうἼ気ὣ付け὏

Ἢ。 

作ἴἰὙὛὀ型Ἴ合ὠἬἷ積ὐ重Ἶ὏Ἢ。積ὐ上げἰ὚指Ἰ

Ἳ὚しἷくἴἵけἷいき὏Ἢ。気ὣ付けἷ὜こἹὀὙὛがἾじ

ὝἻいὙうἼἪ὜こἹἸἪ。 



えごἷ作業 

形ử整えễがỤ、「ợụ」ửễỤしộす。次Ệえ

ごềểいう道具ử使っề、お皿ỉ形ử整えề、

きủいễ形ỉỂきあがụỂす。 

お皿ỉ形ử整えỦểきỆỊ、力ử入ủすぎỦể

ồこớỉỂ、ちỢうỄợい力加減Ệ気ử付けễ

がỤởっềいộす。 

 



製࿀の仕

上げ(削り）
製品ỉ最後ỉ仕上げとして、か

ぎỔỤという道具で余分な粘土

ử削っていきộす。削ụすぎない

ợうに気ử付けộす。 

 



 

ྲྀっᡭのసり᪉ 
⣽めのよりとたたらᯈを౑って、 

ྲྀっᡭをసります。ྲྀっᡭとᮏయは

「どべ」というἾ≧の⢓ᅵを౑って

௜けます。そのᚋ、⣽いよりでྲྀっ

ᡭの࿘りをᅖみ、㐨ලで₽します。

㝽㛫ができるとྲྀっᡭがᙅくなって

しまうので、ៅ㔜によりを₽します。 

よりを₽して 
います 



釉薬をかける 
素焼きが終わった製品に釉薬をかけ

ます。お皿の模様やコーヒーカップの

模様はマスキングテープで付けます。

全体に釉薬をかけ終わったらテープを

ピンセットなどではがして、噴霧器(霧
吹きのようなもの)でその部分に透明の
釉薬をかけます。 

 

 



 

粘土Ἷ再生 
 
 
 

 
  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

余った⢓土はもったいない

ので、土⦎機でやわらかさ

をㄪ整した後に、⢓土から

✵気を抜いてもう一度使い

ます。 



粘土の再生 

 

余った粘土はもったいないので、土練機で

ὕὠ὚かさὣ調整して、空気ὣ抜いてもう

一度使います。 

 



ὃὄἿ入ἴた製品ὣ砕く作業 

失敗した製品ὀᾔήᾈἼ入Ὕἷ、 

細かくἻ὜὏Ἰ棒Ἰ叩き὏す。 

 
 


